
    2016年度 第 2回レース委員会議事録 

開催日時 平成 28年 8月 28日 １５：３０-１６：３０ クラブルーム 
出席 犬飼委員長、真野副委員長、七福神 井上委員（書記）トリトン：田口委員 
   セーラ：伊藤委員、ファーストスピリット：鍛冶委員 
議題１．各委員の役割分担の確定 
役割分担 
１．レース海面とパーティー会場 （犬飼委員長） 
２．レーススケジュール （犬飼委員長） 
３．折衝窓口 （犬飼委員長） 
４．コミッティーへのレース指導 （加地さん・井上交代で） 
  次期レースコミッティーへの連絡 
 要領書の場所の連絡（H/P） 
 レースの前に備品を確認 鍵No.134  
 マークのふくらまし方指導 （引きずらないこと等） 
 帆走指示書の作り方指導（事前に確認する） 
    ※マークの設置を岸、沖マークを上マーク、下マークに統一する。 
 受付シート印刷 
 修正したもののHPへのアップロードは犬飼委員長経由で土居顧問に依頼。 
５．リビエラのイベント報告書作成（犬飼委員長） 
６．レース備品の維持管理 （鍛冶・井上委員） 
 体育の日レガッタ後に確認する。（特にフォグホーンのガス、電池） 
 備品の表を真野副委員長から頂く 
７．データ管理 （真野副委員長・田口委員 ⇒ 伝承する。） 
 少しずつ伝承するためにレース委員全員にメール共有する。 
８．コミッティーサイクルの維持管理 （犬飼委員長） 
 コミッティーが出来ない船の調整⇒基本的には当事者どうしで決めるようにする。 
９．TCF 
 7項データ管理に準ずる（犬飼委員長・真野副委員長・田口委員） 
10．初島 
 初島レース当番で実施。（各委員） 
11．フレンドシップレガッタ 
 本年度は、セルフリライアンスがコミッティー（パーティーはHYC） 
 HMYCがレース運営 （各委員） 
12．ISR規格 
 計算式が公表される。計算式をレース委員に送る。（真野副委員長） 



 エクセルで計算票を作り、皆さんに配り検証につかう。（井上委員） 
 これがどういうものか確認する。 
１３．次回 
 体育の日レガッタのあとに実施。 
１４．ＴＣＦ以下の賞の与え方については、次回の課題とする。 
その他 
セーラ伊藤委員より、レース海面の測深図面をアンカー打ちの時、参考 
になるとのことで、図面の作成をお願いした。（セーラ伊藤委員） 
                                以上 


